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埋蔵避億財発掘調査報告書

池　部　三　ツ　池　宙　墳　群

フ　　ジ　　山　　遺　　跡

川　合　太　商　遺　跡

遊　楽　遺　跡　第　5　次

高山4号墳（高山塚4号古墳）

太　輪　田　◎　城　内　遺　跡



河合町には大小さまざまな古墳や寺院、集落跡、瓦窯跡などたくさんの遺跡が

残されています。

本書では平成17年度から平成19年度にかけての3カ年間に実施しました6件の調

査成果を報告しています。

池部では新たに2基の古墳が見つかり、近くの長林寺の創建とも関わる人物の

墓所ではないかと思われ、河合町の歴史に新たな資料が加わりました。

他の5件の調査も小規模なものばかりですが、それぞれに新知見となり、それ

ぞれの地域の歴史を彩る資料を得ることができました。

本書が河合町の歴史を知り、町づくりの一助となることを期待しています。

最後になりましたが、発掘調査及び本書の作成にあたってご指導◎ご協力賜り

ました関係機関◎関係者の皆様に厚く御礼申し上げます。

河合町長　岡　井　康　徳



例　言

1・本書は2005（平成17）年度～2007（平成19）年度に河合町教育委員会が国庫補助金・県費補助金を受けて実

施した池部三ツ池古墳群、フジ山遺跡、川合大西遺跡、長楽遺跡第5次、高山4号墳（高山壕4号古墳）、

大輪田e城内遺跡の発掘調査報告書である。

2・池部三ツ池古墳群の現地調査期間は、平成18年3月13日～平成18年3月29日（第1次）、平成18年6月19日～

平成18年8月22日（第2次）である。

フジ山遺跡の現地調査は平成18年5月30日に開始し、平成18年6月5日に終了した。

川合大西遺跡の現地調査は平成19年1月9日に開始し、平成19年1月11日に終了した。

長楽遺跡第5次の現地調査は平成19年3月6日に開始し、平成19年3月7日に終了した。

高山4号墳（高山塚4号古墳）の現地調査は平成19年7月5日に開始し、平成19年7月10日に終了した。

大輪田・城内遺跡の現地調査は平成19年7月5日に開始し、平成19年7月18日に終了した。

3．調査組織は次のとおりである。

調査主体　　河合町教育委員会

調査担当者　河合町教育委員会事務局　生涯学習課　文化財保存係　吉村公男

調査補助員　小林美佐子、西村慈子

調査事務局　河合町教育委員会事務局　生涯学習課　文化財保存係

教育長・用達輿司　教育理事・藤岡和成　課長・木村光弘　課長補佐・梅野修治

係長・吉村公男　主事・藤岡正人・玖本光活（生涯学習係）木村浩章（文化財保存係）

4．池部三ツ池古墳群の発掘作業は株式会社アートに委託した。

フジ山遺跡の発掘作業は安西工業株式会社に委託した。

川合大西遺跡の発掘作業は有限会社ワークに委託した。

長楽遺跡第5次の発掘作業は安西工業株式会社に委託した。

高山4号墳（高山塚4号古墳）の発掘作業は株式会社アートに委託した。

大輪田・城内遺跡の発掘作業は株式会社アートに委託した。

5．航空写真は株式会社アイシーに委託し、航空写真以外の写真は吉村が撮影した。

6・本書を作成するにあたり下記の諸機関並びに諸氏のご指導・ご協力をいただいた。ここに記して謝意を表する。

奈良県教育委員会、奈良県立橿原考古学研究所、王寺町教育委員会、奈良県内市町村埋蔵文化財技術担

当者連絡協議会、辰巳和弘、米山英、岩田英之、中嶋清一、吉村友男、吉村秀三、谷田佳明、井上轄司、

井上薫、石田孝志、松井米蔵、和田勝行、篠原俊明、森川大和、岡島永昌、櫻井恵、田中一廣

（敬称略、順不同）

7・図2は国土地理院発行の1：25，000地形図「信景山」（平成13年7月1日発行）及び「大和高田」（平成14年4

月1日発行）をもとに作成した。図3・10e13e18e22・26は河合町発行の1：2，500河合町全図巨3・4（平

成16年3月　修正版）をもとに作成した。

8．土層の土色は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修『新版標準土色帖22版』に拠った。

9．発掘調査により出土した遺物、図面及び写真等の記録類の全ては河合町教育委員会で保管している。

10．遺物の整理及び本書の作成は吉村、小林、西村が行った。

1上　本書の執筆・編集は吉村が行った。
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3．1号墳石室（石材除去後e北から）

1．1号墳石室床面断ち割り状況（南から）2．2号墳検出状況（北東から）

3．2号墳墓墳・周溝掘り下げ状況（北東から）

1．2号墳墓墳掘り下げ状況（西から）2．2号墳墓墳掘り下げ状況（南から）

3．2号墳墓墳掘り下げ・須恵器出土状況（拡張後・南から）

出土遺物1

出土遺物2

1．調査地全景（北西から）2．出土遺物　3．第1トレンチ

4．第2トレンチ　5．第3トレンチ　6．第4トレンチ　7．第5トレンチ

8．第6トレンチ　9．第7トレンチ10．第8トレンチ11．第9トレンチ

12．第10トレンチ13．第11トレンチ14．第12トレンチ

1．調査前（東から）2．第1トレンチ（東から）

3．第2トレンチ遺構検出状況（北から）4．第2トレンチ掘り下げ状況（北から）

5．第2トレンチ掘立柱（北東から）6．第2トレンチ遺構完掘状況（北から）

7．出土遣物

1．調査前（北東から）2．第1トレンチ（西から）3．第2トレンチ（西から）

4．出土遣物

1．調査前（墳丘から）2．遺構検出状況（墳丘から）

3．遺構掘り下げ状況（墳丘から）

1．第1トレンチ（南西から）2．第1トレンチ周溝外側輪郭検出状況

3．第1トレンチ拡張部遺物出土状況（西から）

1．調査地全景（奥が高山4号墳墳丘）

2．第1トレンチ近代の溝と周溝（墳丘から）3．出土遺物

1．調査前（南東から）2．第1トレンチ遺構検出状況（東から）

3．第1トレンチ遺構掘り下げ状況（東から）

1．大和川潜水橋と大輪田・城内遺跡（北から）

2．第1トレンチ遺構掘り下げ状況（西から）

3．第2トレンチ遺構検出状況（東から）

4．第2トレンチ遺構掘り下げ状況（東から）

主　第2トレンチ埋嚢検出状況　2．第2トレンチ埋嚢完掘状況

3．出土遺物



1．2005・2006・2007年度の埋蔵文化財発掘調査について

2005（平成17）年度には長楽遺跡第3次調査と池部三ツ池遺跡（古墳群）の調査を実施した。長楽遺跡につい

ては調査年度内に報告書を刊行したが、池部三ツ池遺跡では、現地調査が年度末に及んだことから、報告書作成

に至らなかった。

2006（平成18）年度は4件の発掘調査を実施した。そのうち

のひとつである池部三ツ池遺跡（古墳群）の調査は、2005年度

の調査を第1次調査とし、2006年度の調査を第2次調査とした。

この2カ年度に亘った調査の概要を今回合わせて報告する。ま

た、同2006年度にはフジ山遺跡、川合大西遺跡、長楽遺跡第5

次調査を実施した。

2007（平成19）年度には高山4号墳（高山塚4号古墳）及び

大輪田・城内遺跡の発掘調査を実施した。

本報告書に掲載した6件の調査は全て開発に伴う緊急発掘で

ある。6件中の4件は個人住宅建設に伴う調査であり、調査面

積も狭小なものであったが、それぞれの調査で各遺跡における

新知見を得ることができた。

また、本報告掲載の6件の遺跡は全て河合町の北半部に位置

する遺跡である。
河合町の位置

町

楽

1他部三ツ池古墳群　2フジ山遺跡　3川合大西遺跡　4長楽遺跡　5高山4号墳　6大輪田・城内遺跡

図2　2005・2006・2007年度調査地位置図
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26　池部三ツ池古墳群の調査

（且）はじめに

調査の契機と経過

今回の調査は、『奈良県遺跡地図』に「10－B－19（古墳状隆起）」と記載されている箇所の東側で、個人住

宅に伴う土砂採取が計画されたことから、当該古墳状隆起の周溝等の遺構に及ぶことが考えられたため、発掘調

査を実施したものである。

調査は平成17年度国庫。県費補助事業として第1次調査を実施した結果、「10－B－19（古墳状隆起）」に関

する遺構は確認されなかったが、東に延ばしたトレンチ内で新たに古墳を確認した。調査の着手時期が3月であ

ったため年度内に終了することは不可能となり、調査を中断し、翌平成18年度に第2次調査として実施すること

となった。

第1次調査では、「10－B－19（古墳状隆起）」の東側に東西方向の2本のトレンチを設定した。南側のトレ

ンチを第1トレンチとし、北側のトレンチを第2トレンチとした。

第1トレンチは東西7m、南北2mであったが、遺物の確認のため、北に1か所、南に2か所の拡張を行った。

南西拡張部で須恵器が出土した他、現代溝の東側の南北拡張区で須恵器。土師器・陶磁器等が出土している。

第2トレンチは当初東西11m、南北2mであったが、土師器や石材が多く検出され、東に拡張した。第1トレ

ンチとは異なり、現代溝のすぐ東側から土師器の破片が出土し、現地形から想定するよりかなり落ち込んだ位置

で土師器皿e瓦器の破片がまとまって出土し、中世の遺構を思わせた。その後、東へ掘り進めるうちに、石材が

検出され始めた。周辺には地山を掘り返したような土が広がり、また、3月には珍しく雪が積もるなどの不順な

天候のために、明確な墓墳掘りかたを検出できないまま既に遺構内を掘り進んでいた。やがて石室の一部と考え

られるようになり、さらに調査範囲を広げることが必要となったため、一旦埋め戻した。

第2次調査では、第2トレンチをさらに北と束へ1m拡張し墓境の検出を行った。また、墳丘の確認を行うた

め、北側2か所にサブトレンチを設けた。

また、第1次調査時に実施した詳細な測量調査の成果から東側に別の古墳が存在する可能性が出てきたので、

第2トレンチの東側に第3トレンチとして東西15．5m、南北3mのトレンチを設定し、調査を行った。第3トレン

チについても調査の進展に伴い、北と南に拡張を行った。

遺跡名については、第1次調査時には中世の遺物が多く出土することから中世墓の遺構の存在が考えられ、複

合遺跡として認識するために太字e小字名を用いて「池部三ツ池遺跡」とした。しかし、第2次調査終了段階で

遺構としては2基の古墳を新たに確認したのみであったので、「池部三ツ池古墳群」と称することとした。また、

それぞれの古墳については検出した順に西側を1号項、東側を2号境とした。

今回の調査地の北側では平成15年度に3本のトレンチにより道路工事に伴う発掘調査を行っているが、遺構e

遺物の検出には至らなかった。

位置と環境

調査地は馬見丘陵の東支丘の稜線から派生する尾根の南斜面に位置する。河合町域の中央から北東寄りにある

町立河合第一小学校の北側で、長林寺とは谷を一筋隔てた尾根に位置する。

河合町は奈良盆地の西部に位置し、奈良盆地の多くの河川が河合町周辺で大和川に合流することから、町名の

起こりとなった。現在の河合町は面積8．27平方キロメートルの非常に小さな町であるが、町内には旧石器時代以

降、断続的ながら各時代の遺跡が存在することが明らかになってきている。

旧石器時代の遺跡としては、町中部に位置し、馬見丘陵公園緑道エリア工事に際して奈良県立橿原考古学研究

所により発掘調査された馬見二ノ谷遺跡と本書に掲載しているフジ山遺跡がある。

2



図3　池部三ツ池古墳群調査地位置図

縄文時代の遺跡としては、町北東部の平野部の微高地に形成された遺跡である長楽遺跡と宮堂遺跡が知られる。

両遺跡ともに明確な遺構は検出されていないが、土器のほかに石器剥片なども出土しており、今後の調査によっ

て遺構が確認される可能性がある。

弥生時代には王寺町舟戸と河合町大輪田にまたがる舟戸・西岡遺跡が形成される。特に舟戸山の山頂部には環

濠を巡らせた高地性集落が営まれたものと思われる。この遺跡は眼下に大和川を望む立地であり、河川交通の要

衝を押さえる位置でもある。また、本書に掲載した大輪田・城内遺跡の調査によっても弥生土器が出土しており、

大和川流域に弥生時代の遺跡が広く分布しているようである。

古墳時代には川合大塚山古墳をはじめとして、多くの大型古墳が存在している。また、近年の調査で小型古墳

の事例も増加してきている。その分布は大和川流域地域である町北部と、馬見丘陵公園周辺の町南部に集中する。

町北部では大塚山古墳群（国史跡）、フジ山古墳がある。町南部では佐味田宝塚古墳・ナガレ山古墳・乙女山古

墳（国史跡）、一本松古墳、倉塚古墳などが存在している。また、大塚山古墳の東側に位置する宮堂遺跡は大塚

山古墳群と同時代の集落遺跡であろう。

飛鳥時代以降の遺跡としては、調査地の北東約150mの位置に長林寺が建立される。また、宮堂遺跡でも飛鳥

時代に何らかの建物があったようである。さらに町域の西端の薬井に瓦窯が造られ、長屋王家に関わる建物に用

いる瓦を製作していたようである。中世には大輪田・城内遺跡、市場垣内遺跡、屠場垣内遺跡等の居館・城砦の

遺跡が形成される。

以上のように河合町内には各時代の遺跡が分布するが、今回調査を実施した池部周辺では古墳分布の実態は長

らく不明であり、古墳分布の空自地帯と言われてきた。明治15年4月に他部南谷において石棺が出土したとの記

録※があり、その出土地は現在の町立体育館の北側付近にあたる。現状ではその痕跡をとどめておらず、長らく

忘れ去られていた。地域での伝承としては過去に掘り出された石棺を水路などに転用したと語り伝えられてきた

が具体的なことはほとんどわかっていない。その一例として、現在は池部の天神社近くに移築された「穴地蔵」

3



図4　池部三ツ池古墳群周辺地形図

の石屋形がある。元は長林寺の南側、池部と穴闇との境にあり、都市計画道路整備に伴い現在地に移されたもの

である。その「穴地蔵」について地元での伝えでは石棺の一部ということになっているが、出土地の具体的な位

置等は伝えられていない。室町時代以降のものと見られる。

※『陵墓等関係文書目録一末永雅雄先生旧蔵資料集一第1集』2005（社）橿原考古学協会　奈良県立橿原考古

学研究所（編）

（2）遺構

第1トレンチ

10－B－19の東側に設定した第1

トレンチにおいては図5の土層断面

図のようにしまりのない遺物包含層

（2層）より須恵器（図9－1）や石製品

（図9－32）が出土しているが、顕著な

遺構は確認できなかった。特に須恵器

層位番号 土屑名 土色帖記号　　　　　　　　　　 備　　　 考

1 黒褐色土 2．5Y 3／1　　 表土

1‘ オ リーブ褐色土 2．5Y 3／2

2 黄褐 色土 2．5Y 5／4　　　 しまりの悪い層。遺物を含む。

3 明褐色土 7．5Y R 5／6　　 2層 よりしまる。遺物な し。

4 明赤褐色粘 質土 5Y R 5／6　　　 地山

図5　池部三ツ池古墳群第1トレンチ南壁土層断面図
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64．00m

第2トレンチ南壁（A－Aつ
Irl紺′：番号　　　　H・Jl路　　　　　上色l古己1J・　　　　　　　　　備　　考

1　．リ．モ色1二

2　　灰オリーブ色上

りl J天オリーブ色L

2′’　　黒色上

3　　明赤褐色上

4　　鏡掲色上

°　　貴掲色上

6　　にぷい禎掲色上

1　　にぷい賞掲色上

呂　　明赤掲色粘質l

75YR21　　炎上

51▼53　　　　　しまり悪い

51▼53　　　．リ、：色1二17．51’R21）が混じる

751’R21　　I天オリーブ色上（51’5第　が混じる

5YR5　6

1m▼R56　　　しまり悪い　遣物多し

251’53　　　　しまり悪い

101’R51

101’R5－1　　1川・了によく似た層＋やや赤みがかノノている

2．5YR56

9　　Jlll褐色上　　　　　10YR56

1O　　にぷい黄裾色上　　101’R51

11　にぷいJllf褐色1二　　101’R5－1　　　しまi）悪い

12
橙色砂竹上没Jl－f色　5YR6

砂質1二

13　1リ川褐色L

Ll　　橙色⊥

15　　f天Jllf色砂門主

16　　明赤裾色l二

82．5YTl
地出

10YR6　6

5YR6

82．5T71

2．51’6二2　　　　よくしまる

5TR56　　　　しまりよい

第2トレンチ北サブトレンチ1（B－B′C－Cつ
I首位番ぺ・　　　川緒　　　　I二色帖．妃1　　　　　　　　　備　　考

1　　黒色上

2　　†天オリーフ色上

3　　明蹟褐色上

1　　明赤勉色礼拝1二

5　　掲尿色上

6　　明′木祖色情質1

N20　　　　　表l二

51’53　　　　　砂粒、遺物含む

10YR66

2jY58　　　　地目1

101’Rll J兇代溝の厘上　しまl）悪い

2．51▼58　　　　現代のiiヨ’J上　7㍍よりやや明るい

1　1リj赤褐色粘‡受上　　2．511758　　　　現代の置上

8　　オリーブ色上　　　5T54　　　　2へ引二近い　しまり悪く、遺物を含む

第2トレンチ北サブトレンチ2（D－D’ErEつ
斤雄・：番ぢ一　　　　川川　　　　　上色帆己号　　　　　　　　　1－iii　　考’

1　．リ．－．色上　　　　　　　＼20

2　　掲I天色上　　　　　　101’R▼l t

3　1リ接褐色粘質上　　2．51’58

4　　オリーブ色上　　　5Y54

°　　明赤褐色粘亨等上　　251－58

6　　明赤紺色砂宇目二　　51’R56

表上

現代溝の理上　しまり．悪い

現代のれ上

しまl）悪く、遣物を含む

地両

地山　上Ir・）はしまりが悪く、板目色
（7．51’71）シルトのブロックが混じる　1、

I油ま尿l′】色（7．5171）シルトかヘースにな
る　柑日羽lかい

第2トレンチ北壁（F－Fつ
層程′．番リ・　　　＝再名　　　　1二色帖記パー　　　　　　　　　備　　考‘

l　　黒色1二　　　　　　　12U

2　．lj．㌔褐色I二　　　　　　251’32

3　1川沌）色：二　　　　　25Y66

1　1廿赤褐色抄質日火　2．5YR5

日色砂質1　　　　87．51’72

°　　明赤褐色上　　　　　5YR58

表1二　しまり悪い

毒的かいL　しまり悪い

しまり悪く、j甘物多く含む

－．七トい圧層

第2トレンチ南北アゼ（G－Gつ
層〃J：番 1ノ 川l緒 I二色帖記　 ‾ 17】指　　 考

1 暗 褐色 上 10Y R 3　3 表 上

り にぷい蹟色砂質 l二 2．5Y 6 －1 L面は しまり悪 く砂粒が多い

3 I明褐色砂質 1 2j Y R 5 6 しまり悪い－

・′1 錯褐色砂質 1二 101’R 5 6 飢・は り粘性あ り

n
明褐 色粘竹 上 7j Y R 計8 地山に近い錆

明褐色砂nl　　　　7．5YR56

明褐色砂亨受1　　　7．51’R56

Lr〉
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CD
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ぐq

l
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l
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l

ll

＞・

第3トレンチ北壁　　　8

62・50m’二手豆をj
14

第3トレンチ南壁

飢来い）しまりはよい　浅蹟色15Y731上

塊を含む

緋Tはりi射If色　し51▼73）i二塊を多く含む　6

Mとはば行・j lJ

8　1リJ褐色糾亨11　　　7．51’R58　　　地両の上に近い　辞の裏込め上

第3トレンチ北サブトレンチ東壁（H－Hつ
l引、一た番号l沖緒

1　JllH音色粘HI

2　．リ．1こ色上

－ll　　明赤褐色拙質1

°　　橙色砂田1二

l二色中信己1J‾　　値　　イ写

7．5YK78　　　宅地造成時のけ1壬上

120　　　　　卜伸は抑火色（251’511

51▼R58　　　　こけはり少し赤い

5rR78　　　　反日色151r72）祐上が面的にI去がる　地山

第3トレンチ北壁（I－Iつ

1二色帖記シナ　　　　　　　　　備　　考

7．5YR78　　　宅地造成時の田上

75YR78　　　宅地造成時のm上　混入あり

＼20　　　　　卜伸　出天色　は．51’51）

10YR54　　　しまり悪く、遺物含む　が一項周溝

5YR68　　　　仇l’1色（51’72）粘上塊含む∴拐骨出偶

5YR58　　　　川づより少しふい

51’RT S　　　　兢l′】色（51’72I粘上が面的に広がる　地目1

10YR61　　　根による地山の変質

2jYR56　　　にぷい～L‡色（251’64）上を含む　撹乱M

251－51　　　橙色（7．51’R66）上を塊で含む　損乱層

7」うYR66　　　着褐色（2．51751）上混在　2リ・項周満

101rR56　　　2㌃肌用溝

7うYR66　　　地山に近い打の層＿　2与噴周満

層位番ぺ

1

1

2

3

4

1P

ヽ

1

0

8

9

上I山名

甚橙色粘質1二

Jllr橙色粘㌫上

∴し㌔色1二

にぷいJllよ褐色上

橙色粘‡‡上

明赤裾色粘ul

錆色砂H上

にぷいかlf出色上

明赤魁色粘質l

鎮視色上

橙色主

よl－f褐色上

0　　橙色砂質上

I天オリーブ色上　　51’12

尿オリーフ色I二　　51’Ll

にぷい褐色上　　　　27．51’R5・1

此褐色卜　　　　　　251’5・1　　　遣物あり　1号増骨相1

明赤褐色1二　　　　　5YR56　　　1㌃頃周描

12115　5．　イ0

8
一一一ノー一一一フく2

F　つ′　▼

12

第3トレンチ南壁（J－Jつ
刷、1番号　　　l中細　　　　l∵色帖，T己lJ・　　　　　　　　備　　考

1　　捌橙色粘亨JI1　　　75YR78　　　宅地造成帖のmt

2　　矧天色I．　　　　10TRll　　　日日非作I二

3　　オリーフ黄色上　　7．51▼63　　　　しまり悪い

1　にぷい′ホ褐色上　　2．51’Rll　　　砂質上・柚質上の細かい圧層

°　　オリーフ211色上　　51’6　　　　　やや粘H

6　　隋赤褐色上　　　　2．51▼R36　　　秒ml・帖質士の互IfF亨

l”蹟掲色上　　　　　2．51’66

8　　甚掲色上　　　　　　2．訳う　　　　　やや赤みがかる

〔）　　にぷい八色l．　　　2．5Y63　　　　褐色l二粒が入る

10　　橙色上　　　　　　　5YR68　　　　北里一作ブとト1じ　2リー坪川．描llこ

11　淡∠l‘i色砂質1　　　2．51’81　　　地山

12　　橙色粘質上　　　　7．5TR68　　　地両

13　　秒天色上　　　　　101’R51　　日周H乍上からの捌膏込み

Ll　　明視色L T．51’R58　　　砂粒多く含む

15　1リ接Ii褐色1二　　　　10YI捕　　　　遣物を多く含む　1・21J・砥用満

16　1甘温色上　　　　　　7．5TR56　　　灰l’1色（7．51▼82）船上塊を含む1〉J・噌出品‘1

17　　｛昔色l二　　　　　　　5YR68
J天日色（751’82ノ　砧上塊を含む　よくしま

る　㌫用洞ilも

第3トレンチ東壁（K－Kつ
層位番ぺ一　　　l丑1名　　　　l二色帖．I己り・　　　　　　　　　仇　　考

l flH　色粘質I　　　　7．5YRT8　　　宅地造成時の円上

2　　黒色上　　　　　　　N20　　　　　m鮎川漱色（251’511

1’　明赤褐色拙質l二　　狛’R5　　　　　こ川づより少し赤い

°　　橙色砂fll　　　　　5YR78　　　1天日色（5Y72）粘上が面的に広がる　地山l

図7　池部三ツ池古墳群第2トレンチ・第3トレンチ平面図及び土層断面図
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第3トレンチ2号墳石室東西アゼ（L－L′）

62．00m

年引、招待・　　　仲子名　　　　　主色貼記1　　　　　　　　　11：指　　考

1　Jt’i橙色粘㌫I二　　　751‾R78　　　宅地造成時の［PTJ1

2　　褐尿色上　　　　　10YR－11　　1日耕作上

3　　オリーフ己を色上　　γ51▼63　　　　しまり悪い

－1　　にぷい赤褐色上　　251’Rll　　　砂質　ト挑質上の糊かい圧l

°　　オリーブgI’f色l二　　着▼　－　　　　　やや船賃

第3トレンチ2号墳石室南北アゼ（M－M′）
層位番号　　　　上IH名　　　　　主色臨記ゝ・　　　　　　　　　備　　イユ

1　　黄橙色粘賞1　　　751’R78　　　宅地造成時のFH

」　　にぷい′ホ褐色上　　2．5YRll　　　砂質上・粘葉上の細かい申

5　　オリーブ∠lEl色上　　51▼61　　　　やや粘㌫

ー7・8－
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図8　池部三ツ池1号墳石室平面図・立面図及び断面図

の周辺については土塀等の検出に努めたが、検出できなかった。また、土層の観察から、須恵器を包含する層の

下位に石製品が包含されていたため、第1トレンチで掘削した土は全て中世以降に形成された層である。

1号墳

1号境の墳丘は後世に掘削された溝により撹乱されているため正確にはわからないが、北西側に設けたサブト

レンチ2で周溝が石室の主軸に対して斜行するという状況から直径約10mの円墳と考えるのが妥当である。1号

墳・2号墳ともに尾根の南斜面を利用して築かれ、その石室はともに磁北に対してほぼ南に開口している。

埋葬施設は横穴式石室で、石材のほとんどは抜き取られていたが、残されていた石材と石材抜き取り痕から、

9



石室内法の規模を復元できる。石室の大きさは幅1．3m、長さ3月m以上であったと推測できる。また、奥から見て

左側壁（東側）は石材抜き取り痕の状況から左片袖の可能性も考えられる。この袖部とも考えられる部分に玄門

を想定すると玄室の規模は幅1．3m、長さ2．5mとなる。羨道部については後世に削平され、羨門部は不明である。

残存していた石材は両側壁の基底の石が2石ずつと、左側壁の問詰めの小さい石材が1石であった。右側壁

南側の石材は長41・5cm、高さ24cm、奥行き20cmで、北側のものは長43cm、高さ23cm、奥行き26cmである。左

側壁南側のものは長4上5cm、高さ19cm、奥行き32cm、北側のものは長42cm、高さ20cm、奥行き31．5cmである。

石質は安山岩系のもので、風化が著しい。亀の瀬周辺で採取されたものであろう。

また、石室内の奥壁の抜き取り痕跡から14cm南に長辺を奥壁に並行するように長36cm、幅23cm、厚さ10cm

のやや扁平な石が上面をほぼ水平にして置かれ、その右斜め前に長16cm、幅15cmの円形の石が置かれていた。

これらの石材は花崗岩系のもので、大きい方は少し赤みを帯びている。特に下面は赤色顔料が付着したように赤

くなっている。この石が古墳築造当初に置かれたものであるなら棺台と考えられる。石室内は後世に再利用され、

その後、石材を取るために乱掘されていることから、再利用の際に置かれた可能性もある。土師器塊（図9】9）

がこの台状の石の約30cm前方で、日録部の高さがほぼ台状石の上面に合致する状況で出土している。

玄門部と考えられるあたりを中心に土師器椀（図9－9）と同じく床面より約10cm上の撹乱層中から土師器や図

9－8elle20等の遺物が集中して出土している。床面に近い高さから図9－7の土師器壷が出土している。

石室の撹乱は墓壕の範囲全体に及んでおり、石室構築の際の裏込めの状況は把握できない。また、墳丘につい

ても封土の流出が著しく、墳丘e石室の高さはともに不明である。墓境は地山を掘り込んで形成しており、墳丘

は石室の高さの半ばくらいから上に盛土を施していたと思われる。また、羨道部床面は盛土により整えている。

石室床面の標高は62．2m前後で、石室開口部に向かって緩やかに下がっている。周溝底部の標高は北サブトレン

チ2（墳丘背面側）で62息m、第3トレンチ南壁（墳丘東側）で61．9m、第2トレンチ南壁（墳丘西側）で62．3m

である。周溝底部の標高の違いは古墳の立地する地形の条件に合致している。

石室内や西側の周溝から須恵器の他、土師器や瓦器等が多く出土している。東側の周溝からも遺物は出土して

いるが、極めて少なく、小さな破片ばかりであった。

2号墳

墳丘の南側が流失しているので正確にはわからないが、第3トレンチ北側で検出された周溝が弧を措いている

ことから、2号境は直径8．5mの円墳とするのが妥当であろう。周溝は墳丘の西側及び東側では直線的になるが、

おそらく墳丘の前面には巡らされていなかったのではないだろうか。

埋葬施設は横穴式石室と思われるが、全ての石材が失われていた。石材の痕跡から、石室内法での大きさは幅

1・05m、長さ2・8m以上であったと推定される。使用していた石材は、石材抜き取り痕の状況から、1号境の石材

よりも形状の整った板石状の石材であったと思われる。

石室内から須恵器高塚と鉄製品が出土している。いずれも原位置を留めるものではないが、鉄製品は石室のほ

ぼ中央部、床面から約20cm上方で石材の砕片とともに出土している。須恵器高杯は石室の残存部での南東隅の

床面直上から脚基底部の破片が、20cm上方から杯部破片が出土している。

石室床面の標高は61・7m、周溝底部の標高は墳丘の東側で61．55m、墳丘の西側で61．8m、墳丘北側で62．4mであ

る。2号境でも周溝底部の標高の違いは1号項と同様に古墳の立地する地形の条件に合致している。

1号境と2号境の前後関係については第3トレンチ南壁の土層の状況と平面での検出状況から、1号壇の周溝の南

東部を2号境の周溝が切っており、1号境が先で2号境が後に築造されていることがわかる。2号壇では原位置を

保った石室の石材はなかったが、抜き取り痕から想定される石材の形状及び石室の平面形態からも2号境の築造

時期を1号項の築造時期より新しくとらえることは妥当であろう。
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（3）遺物

『奈良県遺跡地図』10－B－19（古墳状隆起）の東に設けた第1トレンチでは須恵器と五輪塔空風輪等が出土

している。

1号墳からは石室内及び西側の周溝から土師器・須恵器・瓦器等多くの遺物が出土した。須恵器は撹乱により

砕片となっており古墳の築造年代を具体的に示す資料は得られなかった。全体に平安時代後期から中世にかけて

の遺物が多いようである。

2号境では石室内から須恵器高塚と鉄製品が出土しているのみである。

須恵器（図9－1～4）

1は第1トレンチの包含層（図5、2層）から出土したものである。胴部最大径15．0cm、残存高9．4cmを測る。

上部が失われているため長頸壷のような器形も想定できるが、最大径になる部分が胴部の中央より下位であり、

かつ頚部の径も小さいので球状の胴部に棒状のものが取り付くような特殊扇壷に類する形状が考えられる。しか

し、胴部に開口部が無く、棒状のものが取り付くと焼成が困難になると思われるので、筒状のものが取り付くの

であろう。これまでに知られている特殊扁壷とも異なるものかもしれない。肩部には櫛歯刺突文が断続して施さ

れている。底部は割れの観察から、成形の最後に底部の穴を塞いだ後、表面の調整を行ったようである。

2は2号項の石室内から出土した高塚である。無蓋高杯で脚部の3方に2段の透かしを持つようである。撹

乱により原位置を留めるものではなく、9点の破片が出土しているが、全てが同一個体かどうかはわからない。

ただし、胎土、焼成の状況等から同一個体として復元し図示した。復元で口径10．6cm、底部径仕5cm、器高

17Jcmである。

3は1と同じく第1トレンチの包含層（図5、2層）から出土したものである。出土位置は1より少し北であ

った。適や長頚壷の日録部と考えられる。外面に2条の沈線が見られる。残存部での最大径は6cmに復元できる。

外面は赤灰色（2．5YR4／1）、内面は灰色（5Y5／1）、断面は灰白色（5Y7／1）を皇す。

4は杯蓋の破片と考えられる。第1トレンチの北拡張区2層から土師器や磁器染付とともに出土している。焼成

はやや軟質で外面は灰色（7．5Y6／1）、内面・断面はオリーブ灰色（2．5GY6／1）を呈している。

5は1号墳石室の南側斜面の裾部で採集した須恵器である。壷等の肩部とも考えられるが明瞭な稜線が見られ

ず、底部として図示している。

土師器（図9－6～21）

6は1号境の北西側の北サブトレンチ1の第2層から出土したものである。器壁厚が1．5cmあり、直立する断

面形状から埴輪の基底部の可能性もあるが、移動式竃等の土師器の大型品の基底部と推定される。内面に原

体が14本／13mmの細かい斜め方向のパケ痕が残っている。焼成は軟質で、胎土は細かく脆い。外面は橙色

（5YR7／8）、内面は淡黄色（2．5Y7／4）である。

7は広口の壷と考えられる。4破片から図上復元したが、直接接合しないものの同一個体と見られる破片は他

にもある。口径は6cm、頚部径は3．5cm、胴部径は15．6cmになる。焼成は軟質で、窯斑がある。きめの細かい胎

土で、ナデにより表面の調整を行っている。外面は赤色（10R5／6）、内面及び断面は明赤褐色（2．5YR5／6）で

ある。1号噴石室内で出土したものである。

8は脚の取り付き部分が見られるので高杯の杯部と考えられる。7と同様の明赤褐色を皇し、細かい胎土であ

る。石室撹乱土中の7よりも少し高い位置から出土した。これも同一個体と思われる破片は複数あるものの接点

がないので2個の破片より図上復元した。口径は18．0cmで残存高は5．5cm。口縁端部は内側に凸線状になる。表

面の調整は状態が良くないので不明。

9は塊。1号噴石室内で目線を上にして出土している。直径は長径が19．0cm、短径18．5cmでやや楕円

形である。器高は4．9cmで、うち高台の高さが0．5－0．8cmである。高台断面は三角形で、高台の直径は
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8．5cmである。外面調整はユビオサエののちヨコナデ。内面調整は見込み部がパケで、上半部はパケの後にヨコ

ナデが施されているようである。目線の端部は少し外反させながらナデている。形態的には瓦器塊を思わせる特

徴を持っている。胎土は細かく、色調は明赤褐色（5YR5／6）である。

10は口縁が完全には残っておらず、底部の破片も見当たらなかったので詳細は不明であるが、嚢のようである。

胴部の湾曲の状況から底は丸くなると思われる。胴部の最大径は25．2cm、頚部径は23．2cmに復元され、器高は

丸底であれば19cm程度と思われる。外面はヨコパケ調整で、胴部の上3分の1から口縁部はヨコナデ調整である。

内面はエビオサエののちナデて仕上げている。内面の頚部から上は表面の剥離が見られる。胎土はやや租く、砂

粒を含んでいる。色調は橙色（5YR6／8）である。9の近くで出土した。

11は小型の壷である。口径は復元で10．6cmであるが、もう少し内傾させてもよいかも知れない。7のすぐ南

側で出土した。色調は10よりも黄みがかった橙色（7．5YR7／6）で砂粒を多く含むやや狙い胎土である。外面胴

部にはタテパケの痕跡が僅かに残っている。

12～21は皿である。

12は大型品で、復元径15．1cm、器高2．5cmである。色調はにぷい赤褐色（2．5YR4／4）。底が僅かに盛り上がる。

13も大型品で、復元径13．7cm、器高3．0cmである。色調は赤褐色（10R5／4）。口縁端部の外面を面取りぎみに

調整している。12・13はともに1号境の西側周溝部の4層から出土した。

14はほぼ2分の1が残存している。直径は10．5cm、器高は1．7cmである。にぷい褐色（7．5YR5／3）。

15は完形に近い個体であるが、口縁端部を欠いている。直径は長径9．4cm、短径9．0cmでやや楕円形である。

器高は1．5cmに復元される。色調は赤橙色（10R6／6）で、12・13より明るい色合いである。14・15も1号境の墓

墳北端付近撹乱土からの出土。

16も完形に近い個体である。直径9．5cm、器高1．9cm。色調はにぷい黄橙色（10YR7／4）を呈し、12－15に比

べて白っぽい色合いである。中央がやや盛り上げるヘソ皿。1号噴石室内撹乱土中の7と11の間で出土した。

17～21は12－16よりも小さな破片で、完形には復元できなかった個体である。

17は図上復元で直径9．0cm。器高1．3cm。厚さは0．3－0．4cmで最も薄い。色調は明黄褐色（10YR6／6）。

18は図上復元で直径16．6cm、器高も図上復元で2．8cmになる大型品である。口縁端部は少し外反する。色調は

淡黄色（2．5Y8／3）で、断面が黒色（2．5Y2／1）を呈している。

19は表面の剥離が著しく、口縁端部を欠いているが、図上復元で直径15．2cm、器高2．5cmとなる。目線部が段

状になる。色調は橙色（7．5YR7／6）である。17－19も1号境の墓墳北端付近撹乱土からの出土。

20は8の少し下位で出土。図上復元で直径9．8cm、器高1．4cmである。色調は明黄褐色（10YR7／6）。

21は8とほぼ同じ高さで8から80cm奥壁寄りの位置から出土した。復元径は10．6cm、器高1．6cm。

瓦（図9－22）

22は平瓦の破片である。上面には細かい布目が残り、下面にはナナメ格子タタキが見られる。上面は黄灰色

（2．5Y4／1）、下面は黒色（10YR2／1）を呈している。細かい胎土で焼成はやや軟質である。1号墳西側周溝部

の出土。

瓦器（図9－23～26）

23－25は塊で、26は皿である。

23は完形に復元できた個体である。口径は14．9cm、器高は5．1～4．7cmでやや歪になっている。高台の断面は三

角形で、高台部の高さは0．5cm、下端での直径は4．8cmを測る。内面に暗文が残るが、表面が摩耗している。1

号墳墓壕の北東隅部の肩で床面より65cm高い位置（図6土層G－G′の7層）から出土した。

24は高台部が4分の3程度及び若干の体部が残る個体で、口縁部を欠いている。復元径は14．2cm以上となる。

残存高は3．6cm。23と8のちょうど中間で、石室床面より56cm高い位置（図6土層G－G′の6層）から出土した。
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25は図上復元で直径が15．8cm程度になる。23と比較して少し目線の湾曲が強く、深い形状になる。目線端部

はよく似た形態である。23e24の上層で出土。

26は口縁が僅かにしか残っておらず、直径の復元は困難である。器高は1．3cm。1号境の墓場北端付近撹乱士

からの出土。

鉄製品（図9－27～31）

2号境の石室内から5点出土している。

27はC字状に曲り、太い方から見て左巻きに振じれている。両端共に折損している。断面は上部は横長の長方

形で、下部はやや正方形に近い形状をしている。一方が細くなる。残存長5cm、太さは4mm～3mmである。

28は太い方から見て左巻きに涙じれている。半ばから緩く曲っている。断面の形状は正方形に近い形状をして

いる。残存長は2．7cmで、一方が細くなり、太い方の太さが5－4mm、細い方が4mm～3mmを測る。

29はほぼ直線状を皇する。残存長は2．0cm。太い方の断面形状は幅の狭い台形で、太さは長辺4mm、短辺が

3mmを測る。

30は残存長2cmで、緩やかな弧線状である。両端は折損し、一方が細い。断面はほぼ正方形で、太さは太い方

が4mm、細い方は3mmを測る。29と接合するようである。

31は直線状で残存長は2．2cmである。断面は一方が一辺3mmの正方形で、他方に向かって長辺2mm、短辺

1mmの扁平な長方形になっている。

石製晶（図9－32）

32は凝灰岩製で石塔の一部と思われる。五輪塔の空輸と風輪が一体で作られた空風輪と思われる。空輸部の

直径は現状で13．2cm（図上復元1掴cm）、高さ10．2cm、風輪部の現状の直径昔7cm（図上復元は2cm）、高さ

6．5cmを測る。風輪の下部には火輪に設けられたであろうほぞ穴に差し込むほぞが作られている。ほぞの直径

6．8cm、ほぞの高さは2．6cm以上で、ほぞを含めた残存部の総高は19．5cmを測る。

第1トレンチの東端付近の2層から出土した。検出時は水分を含み非常に脆い状態であったので、掘削作業中

に部分的に欠損した。

（4）まとめ

池部三ツ池古墳群の築造年代は、2号境が7世紀初頭から前葉にかけての時期であり、1号境は2号境より古

いと考えられ、6世紀後菓～末頃の築造としてよいだろう。池部三ツ池古墳群は丘陵尾根頂部から東へ順に築造

されたと想定すれば、奈良県遺跡地図10－B－19（古墳状隆起）は1号境より古い6世紀中頃～後葉の時期の古

墳と考えられる。10－B－19の近くから出土した須恵器1e3・4はこの10－B－19から掘り出されたものとみ

ても年代的に大きな覿齢はないのではないだろうか。

1号項の石室撹乱土中より出土した土器の状況から、1号境は平安時代から鎌倉時代には石室が開口しており、

再利用されていたと考えられる。その後、おそらく近世に石材を入手するために石室が破壊されたのであろう。

2号境については、石室内からは須恵器と鉄製品が出土したのみであり、後世の頻繁な再利用は考えにくい。早

いうちに石室の開口部が埋もれてしまったのであろう。

池部三ツ池古墳群の北東に存在する長林寺は聖徳太子建立という伝承を有しているが、その文献上の初見は鎌

倉時代のことである。発掘調査での所見から、聖徳太子が活躍した時代には前身建物的な瓦屋根を持つ建物はあ

ったと推定されるものの、本格的な寺院として伽藍が整うのは7世紀後半になってからのことと考えられるよう

になった。池部三ツ池古墳群は大塚山古墳群が城山古墳の築造で終焉を迎えた後、長林寺が建立されるまでの間

の時期に築造されるのである。この古墳群を残した人物及びその子孫が長林寺の建立に大きな役割を担っていた

と考えられる。
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3．フジ山遺跡の調査

（1）はじめに

馬見丘陵の北端の佐味田川と大和川の合流点の東側

に位置し、独立丘陵状を呈するフジ山において、駐車

場及び資材置場とするための造成が計画された。フジ

山の東頂上部では旧石器が採集され、また西頂上部に

大型円墳のフジ山古墳が存在することから、フジ山全

体を遺物散布地の範囲としてきた。しかし、具体的な

発掘調査例がなく、今回の工事の実施に先立ち、本発

掘調査の安否を判断するために試掘調査を実施した。

事業地はフジ山の北西部分で大部分が傾斜地である。

調査は緩斜面及び平坦面を中心に、12箇所のトレンチ

を設け人力で掘削を行った。

（2）遺構

今回の調査では明瞭な遺構は検出されなかった。

表土（第1層）を除去するとしまりのよい堆積土

（第2層）があり、山の下方に行くほど堆積土（第2

層）の厚みが増す傾向にある。

特に、第12トレンチは西側の支尾根と東側の支尾根

の谷間にあたり、堆積土が深く、調査では地山面まで

の掘削はできなかった。

それぞれのトレンチで地山面は表土面より傾斜が急

である。

（3）遺物

調査により出土した遺物は土師器破片が4点と瓦破

片が1点、及び石材が3点である。フジ山古墳に近い

第2・第6トレンチの表土から安山岩系の石材が出土

している。この石材はフジ山古墳の周辺に散布してい

、・∴、、、、ヽ

図10　フジ山遺跡調査地位置図

図11フジ山遺跡トレンチ配置図

る石材と同じもので、フジ山古墳に茸石または石室石材として用いられた石材と見られる。第6トレンチでは表

土に近い第2層からも同質の石材が出土している。

調査地の南端に近い第5トレンチの表土（第1層）及び堆積土（第2層）、第10トレンチの表土から土師器の

破片が出土している。小片であるため時期を決定できるようなものではないが、おそらく中世以降の燈明皿のよ

うなものと思われる。

（4）まとめ

今回の調査により、フジ山の北西部分には明確な遺構は存在しないものと考えられる。フジ山は北側より南側

の傾斜が緩く、また、今回の調査で若干の遺物が出土していることから、山頂部のフジ山古墳の西側平坦面（今

15



回の調査対象地の南側）に中世以降の遺構が存在する可能性がある。

また、当該地の道路に接する西側には過去の地形図から平坦面があり、その部分に何らかの遺構が存在するも

のと考えられたが、調査以前の古い時期に土砂採取が行われていたようで、この平坦面はすでに失われている。

土砂採取により形成された崖面の観察からは明瞭な遺構は見出せなかった。

轟＼

趣＼

趣＼

し〕盲2

1

3く昌58肋

寓賂00m
lJ

「12

l‘＼2
3

魂＼

緻

＼

二

＼

5

、、、・、、∴ヽゝ、j5C〇rT’
2　　　　3

層位番号　　　　土層名　　　土色帖記号

4　‾モミテ‾

5

∴；、、㌣・1
6

二二二‾∴二　二三＿－7　、‾　8　　9

醐

0　　　　　　　　　　　　　　10m

備　　　考

1　　黒褐色土
2　　　黄褐色粘質土
3　　　黄橙色粘質土
4　　　明黄褐色粘質土
5　　　橙色粘質土

5YR2／2

10YR5／6

10YR7／8

2．5YR7／6

5YR6／8

表土
堆積土
黄橙色（7．5YR7／8）粘土・2．5YR7／2（灰黄色）粘土が縞状に入る。
第12トレンチのみ。堆積土
第12トレンチのみ。堆積土

図12　フジ山遺跡トレンチ平面図及び土層断面図
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4．川合大西遺跡の調査

（1）はじめに

調査地は川合城山古墳の周辺に広がる奈良県遺跡地図10－B－20の遺物散布地に該当する。この遺物散布地10

－B－20については、これまでほとんど発掘調査はなされていないため、遺跡の具体的な内容については不明な

部分が多い。遺構の分布やつながりも10－B－20全体で把握できているものはないので、今回の調査地について

は、小字名を取り、

川合大西遺跡とする。

今後周辺地城での調

査の成果によっては、i
－1

遺跡の範囲や名称の　“J

変更を必要とするこ

とになる。

今回の調査は、当

該地で専用住宅の建

て替えが計画され、

基礎工事による影響

が遺構に及ぶことが

考えられたため、工

事に先立ち調査を実

施することとなった。

調査は2か所にトレン

チを設定し、人力によ

り掘削した。

ふ正二主二喜ぶ叩

・・二船上一

図13

1　調査地　　2　城山古墳

3　10－B－77　　4　10－B－76

5101B－20　　6　市場垣内遺跡

7　丸山古墳　　8　10－B－72

9　中良塚古墳　10　穴閣隅田遺跡

11九僧塚古墳　12　人塚山古墳

13　屠場垣内遺跡14　宮堂遺跡

15　10－B－78

（2）遺構

第1トレンチでは顕著な遺構は確認できなかった。ト

レンチの掘削は地山面まで至っていない。中世以降の包

含層を確認するにとどまった。

第2トレンチでは掘立柱を検出した。柱の最下部より

約10cmで、両側に2本の添え木を水平方向に釘で打ち

付けていた。また、柱据え付け穴の底より45cm上で、土

で柱を固定した後に20cm

大の石を置き柱を安定させ

ていた。柱を据え付けて埋

め戻した土の中から染付の

碗の破片が出土している。

．－

川合大西遺跡調査地位置図

磁北

！一一

㌧、Il

ト

B‾［＝撮トレンチ
1た

□第2トレンチ

l

』
l

＿＿＿＿」

10m

図14　川合大西遺跡トレンチ配置図

A．　　B
B‘

、、1－　　、　、1

1、　　　　　　2　　‾Ⅰ　＼†ノ44．50m
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4

午二匠三五：
5

；l、．

1、8　′′

、

図15　川合大西遺跡第1トレンチ土層断面図
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（3）遺物

今回の調査で出土した遺物には、サヌカイト・埴

輪・須恵器・土師器・瓦器・陶磁器・木柱・釘・鉱

津がある。このうち図示可能なものは次の通りであ

る。いずれも第2トレンチから出土した。

埴輪（図17－1）

外面をヨコパケ調整で仕上げ、内面は磨滅が著し

いため調整は不明。外面は鈍い黄橙色（10YR7／4）、

内面は橙色（5YR7／8）を呈する。城山古墳の埴輪

に近い特徴を持つ。

層位番号土層名　　　　　土色帖記号　備考

1　黒褐色土

2　　黄橙色土

3　　灰黄褐色粘質上

4　　褐灰色粘質土

5　　赤橙色粘土

6　　線灰色土

7　　灰黄褐色土

8　　暗青灰色粘上

窯褐色土
（黒褐色土）

10　　青灰色土

11　暗褐色土

12　　黒褐色土

13　　灰黄褐色土

14　　浅黄色砂

15　　青灰色粘上

16　　青灰色粘質土

10YR3／2

10YR8／8

10YR4／2

10YR4／1

10R6／6

7．5GY5／1

10YR4／2

10BG4／1

7．5YR3／1

（10YR3／1）

10BG5／1

10YR3／3

10YR3／2

10YR4／2

5Y7／3

10BG6／1

10BG5／1

1tr．しまりのない土。庭の表土。

1tr盛土。

ltr．細かい粘質土。瓦礫層。

ltr．

1tr．

1tr．

1tr．シルト。遺物包含屑。下位になるにつ

れて砂粒の粒径が大きくなる。水を含む屑。

1tr．臭気の強い粘土。

2tr，しまりのない土。庭の表土。

2tr，

2tr．

2tr．細かいシルト。

2tr．シルト。1tr．7層と近似。

2tr．

2tr，

Ztr．

須恵器（図17－2・3）

2は杯や高杯の蓋の破片と考えられる。外

面はオリーブ黒色（5Y3／1）、内面は暗青灰色

（5PB4／1）を呈する。

3は壷・嚢の底部と考えられる。ただし、底部の

面が平滑さに欠けるので、肩部になるかも知れない。くつ∠一十

瓦器（図17－4）

掘立柱を据え付け埋土内からくらわんか手の染付

とともに出土したものである。内面に暗文、外面に

パケ状工具の痕跡がある。

（4）まとめ

今回の調査では中世以降の包含層を確認し、また、

18世紀以降の掘立柱遺構を検出した。中世以前の遺

構面は確認していない。

第2トレンチで検出した柱については、調査区の

横の泉水中に数本の柱が並んでおり、これらに対応

するものと思われる。現在の居住者の方に伺ったと

ころでは、入居された当時に既に柱は存在していた

ということである。抜こうとしたが硬くて抜けない

9　　　　1’44・50m

〒＝≡≡〒二三津
、121213＿、

図16　川合大西遺跡第2トレンチ平面図・土層断面図

0　　　　　　　5cm

図17　川合大西遺跡出土遺物（S＝1／3）

のでそのままコンクリートで周りを圃めたとのことである。この話からすると現在も地表に出ている柱も同様の

構造をしているものと考えられる。当調査地は現居住者が入居される以前は小料理屋であり、中庭の泉水も当時

から存在していたとのことである。しかし、柱はすでに上部構造が無くなり、朽ちかけた状態で露出していたと

いうことである。したがって、少なくとも50年以上前に、この泉水の上に掘立柱で支えた上部構造のものがあっ

たと考えられる。

調査地周辺は遅くとも江戸時代以降の大和川舟運によって栄えた地域である。現在の大和川にかかる御幸橋の

東南側にあった船着場「川合浜」で多くの荷物が積み下ろしされていた。この川合浜から南に向う通りの両側に

は多くの店が並び大いに賑わっていた。当調査地より北側一帯を「市場」と称するのはこの大和川舟運によって

市が形成されていたことに拠っている。当調査地にあった小料理屋もその繁華街の中の一つであった。しかし、

1892（明治2）年に現在のJR関西本線が開通し、大和川舟運は衰退し、廃止された。
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5．長楽遺跡第5次調査

（1）はじめに

長楽遺跡は大塚山古墳

の南東、宮堂遺跡の南に

広がる遺物散布地で、こ

れまでに4次の発掘調査

を実施している。

今回の調査は、当該地

で専用住宅の建て替えが

計画され、基礎工事によ

る影響が遺構に及ぶこと

が考えられたため、工事

に先立ち調査を実施する

こととなった。調査は2　二ユ

か所にトレンチを設定

して行った。北側のト

－　0

1　調査地　　2　長楽遺跡

図18

レンチを第1トレンチ、南側のトレンチを第2トレンチと

した。第1トレンチは整地土の掘削は重機により、遺構面

の確認、精査は人力によった。

（2）遺構

調査では明確な遺構は検出できなかった。第1トレンチ

では2mの深さまで掘削を行ったが、これ以上の掘削は危

険であると判断し、遺物が含まれる層を確認したのに止ま

り地山面には達しなかった。1層2層は直近の盛り土。3

層は調査前に存在した建物のための整地士。4層は旧耕作

土。8層は中世の遺物包含層である。

第2トレンチでは地山面を確認し、
1

複数の小孔を検出したが、調査面積が　　、、

狭く、その性格は明確ではない。16層

が地山であるが、よく締まった粗い砂

層である。地山直上の15層には多くの

遺物に混じって炭や砂の塊が見られる。

3　宮堂遺跡　　4　大塚山古墳　　510－B－31

長楽遺跡調査地位置図

0　　　　　　　　　　　10m

図19　長楽遺跡トレンチ配置図

A’　　　　　　　　　　B B．

＼、、、≡詞
1た．13

－、二男⊆ピー「′一些遡独

1　　　8
1

第1トレンチ

屑f立番ぢ　　　上層名　　　上色帖。バ　　　　　　　　　　　　備　　　考　　　　　　　　　　　　　層付節ぢ‘　　　上層字，　　　L色帖。己ぢ・　　　　　　　　　　　　　　　備　　　考

l　　　明赤褐色上＋＋5YI15′′6　　　11r

2　　　疇榊天也縮1‾　10R（ニ4′1　　1tr　煉瓦・礫なと混じる′J

3　　　端緒色l lUYIく8′6　　　1tr　骸地し、砂賀糾控1ルれ

4　　　－l一褐色礼拝士　10YR2ノ2　　　日r ll】耕作L．　遺物あり

11　。－l’褐色【　　　　　10YI13ノ1　2tr　瓦礫　焼1・煉瓦

12　　オリ1プ褐色1　　　25Y47‘1　　21r13層よりしまり悪い、ノ

12‘　椚オリーブ褐色J　　　25Y3ノ3　　2tr lOYR5′4鮎質士がイロノクで入る　燕Iのようなものか

13　　オリーブ褐色鮎質士　25Y4′′6　　21r i立物ありr　南側から上を投げ入れたものかV

5　　¶褐色粘啓1　75YR3′2　　11r　′l層よりきめが卿かく粘性が強い。、　遺物あり。　　　　　　　131　にぷい戯色砂　　　　25Y6ノ3　　21r

6　　　暗褐色粘質t　　75YR3′′3　　1tr p毘在層ハ　遺物あり、

丑灰色劇瑠＝　lUBG5′1

7

8

9　　1天蹟田色1　　10Ylく42

10　　明坊、褐色砂　　　5YR5′′8

トレンチ底に尤器・t▼師質盤の破パあり

拉律の大きい砂

13’l　　貯灰色和上　　　　　　25Y571　　2rr

14　　にぷい厳褐色縮庶t‾　10YR5′′4　　2tr　瓦鷺l・器の越出ありハ

15　．里掲色相浮け　　　　75YR2′′3　　2tr　遺物を多く含む。砧鉢・血器・炭など　75YR5ノ4秒プロソクを含む

16　　にぷい熊勧色砂　　　10YR4′3　　21r　睾上い砂．よく締まる．

17　　祖灰色砂啓上　　　　　5YR471　　21r　細かい。しまりがない′

図20　長楽遺跡トレンチ土層断面図
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（3）遺物

今回の調査で出土した遺物としては、弥生土器・サヌカイト・須恵器・土師器・瓦器・瓦質土器・瓦・陶磁器

がある。

弥生土器（図21－1）

壷の頚部の破片と考えられるもので、櫛描きの直線文を施している。内外面ともに明赤褐色（2．5YR5／6）を

呈している。第2トレンチから出土した。

須恵器（図21－2）

第1トレンチ5層から出土したもので、嚢の破片と思われる。外面に並行タタキ痕が見られ、内面には同心円文

の当て具痕が見られる。灰色（N5／0）を呈し、断面は赤灰色（2．5YR5／1）を皇している。

土師器（図21－3・4・5）

3は土師器の移動式竃の取っ手部分と思われる。第2トレンチからの出上。外面は鈍い黄橙色（10YR6／3）、

内面は灰褐色（7．5YR4／2）、断面は橙色（5YR6／8）を呈している。胎土はやや粗く、径1mm程度の砂粒を多

く含む。

4は嚢の口緑部である。外面に煤が付着している。黄灰色（2．5Y5／4）を呈し、断面は黒色（N2／0）である。

第2トレンチ14層から出土。

5も嚢の口縁部である。体部に板で押さえているために、垂直に近い角度になっているが、小さな破片である

ためもう少し丸みを帯びるようである。全体に黄灰色（2．5Y5／1）を呈している。図上復元では口径は16．6cmに

なる。第1トレンチ8層の

掘削底面から6とともに

出土した。

瓦器（図21－6）

椀の底部である。見込

み部分に暗文を施す。高

台の断面は逆台形である。

瓦質土器（図21－7・8）

7は措鉢の口緑部。口

径は復元で30．5cmを図

る。第2トレンチ出土。

8は措鉢の底部である。

底径は12．0cm。第2ト

レンチ14層出土。

瓦（図21－9）

．、、

4

図21長楽遺跡出土遺物　（1・2　S＝1／3、3－9　S＝1／4）

軒丸瓦で瓦当が剥離している。上面はヘラで削って整えている。内面に布目が残る。

（4）まとめ

調査地の南端に設定した第2トレンチでは地山を検出したが、北端の第1トレンチでは地山面を確認できなか

った。南側の寺院の方向から数次に亘り整地を行い、集落の平坦面を北側に拡張したようである。本調査地は本

来は南から北に傾斜する地形であったが、近世に現地盤近くの高さまで埋め立てて造成され、耕作地として利用

されてきたようである。
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6．高山4号墳（高山塚4号古墳）の調査

（1）はじめに

調査地で個人住宅の建て替えがおこなわれることとなり、発掘調査を実施した。建設される建物は平屋である

ため、基礎工事に伴う掘削は30cm程度であり、2か所のトレンチにより、この掘削深度の範囲内での遺構検出

「高山4号墳」としておく。

（2）遺構

第1トレンチでは周港の

両肩を確認した。現状の墳

丘は後世の開墾により耕作

地に取り込まれている様子

がわかる。6・6’層は周

溝を埋めている層であるが、

この層から染付の磁器が出

土しており、近世に形成さ

れた層である。トレンチの

中央部で馬の骨・歯ととも

に開元通賓が出土している。

検出面から下がったところ

で若干周囲と土質が異なっ

ている様子が観察されたが、

近世の層の中に納まる。地

権者の話では既存建物の建

図22　高山4号墳調査地位置図

21

図23　高山4号墳墳丘測量図
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図24　高山4号墳トレンチ平面図及び土層断面図

設前に畑の耕作に伴い骨が多数出土していたようで

ある。

第2トレンチでは墳丘の広がりを確認したが、周

溝の幅は確定できなかった。

（3）遺物

今回の調査により出土した遣物は弥生土器・須恵

器・瓦器・陶磁器・馬骨・馬歯等である。

1は弥生土器の壷の底部と考えられる。

2・3は草刈りの際に採集された埴輪である。

4は中国の唐朝の貨幣「開元通賓」である。

、、＼＼、」プノ
1

0　　　　　　　　　　　　　3cm

図25　高山4号墳出土・採集遺物（1～3　S＝1／4、4　S＝1／1）

（4）まとめ

今回の調査により、僅かな範囲ではあるが高山4号境の周溝を確認することができた。これにより、現状で南

北10mx東西16m程度の墳丘は、本来は直径20m以上あったことが推測される。第1トレンチで検出された馬骨

と銅銭は古墳と直接関わるものではなく、また、銅銭が意図的に埋められたかどうかほ確認できなかった。
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7．大輪田・城内遺跡の調査

（1）はじめに

調査地で個人住宅の建設が行われることとなり、事前の発掘調査を実施した。事業者との協議により、住宅建

設部分に2本のトレンチを設定し、掘削を行った。

大輪田・城内遺跡は、中世に調査地周辺にあったとされる大輪田城の範囲と推定されている。大輪田城につい

ては、現在の大輪田及城内の集落の周りに広がる田畑で遺物の散布が見られる他、城砦の存在を思わせる小字名、

土塁の名残状の地形等から推測されているものの詳細は不明である。今回の調査地は遺跡の中心と推定される天

満宮に近く、大輪田城関連の遺構が検出される可能性があった。

1　調査地　　2　大輪田・城内遺跡　　3　舟戸・西岡遺跡

図26　大輪田・城内遺跡調査地位置図

調査は住宅建設予定部分に東西8m、幅2mのト

レンチを2本設定し、遺構検出面までの掘削を重機

により、遣構内については人力によって行った。

（2）遺構

第1トレンチでは地山を掘り込む土塀を3基検出

した。

土壌1は東西5m、南北は1．6m分を検出した。第

2トレンチで対1芯する遺構が検出されていないので、

南北は4．5m以上にはならず、楕円形を皇している。

深さは地山面から0．7mである。

土壌2は土壌1の埋没後に掘削されている。東西
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図27　大輪田・城内遺跡トレンチ配置図
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J酎諒解号　　！二色帖色名　　上色帖記ぢ　　　　　　　　　　　　　備　　　考 層位番付　　l色舶色名　　　上色帖，記ぢ　　　　　　　　　備　　　考

1　　矧灰色I二　　　10YIそ4／1　1tr　撹乱L。10YR8／6の粘I二塊。

2　　　褐灰色土　　　　75YR4／1　1tr

3　　　にぷい黄橙色土　10YR6／4　1tr

4　　　褐灰色土　　　】OYR5／1　1tr　撹乱土

5　　　にぷい黄色I二　　25Y6／3　　1tr

5’　　にぷい黄色1　　25Y6／3　　1tr lOYIそ6′′6のI塊混入

6　　　褐灰色l二　　　　75YI？4／1　1tr　撹乱1

7　　　にぷい黄橙色上　10YR7／3　1tr

8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1ti・撹乱。

9　　　にぷい黄色土　　25Y6／3　　1tr

lO　　　明黄褐色土　　　10YR7／ノ6　1tr

ll　　灰色［　　　　　5Y6／1　　1tr i二墳1の埋I。

12　　灰色粘質し．　　5Y5／′1　　1tr L墳1の地上。

－3　禁忘上　雲‡霊31tr欄2の軋ノ9柳こ近いし

14　　　にぷい黄褐色L　10YI15／3　1tr

15　　黄灰色l二　　　　25Y6′／1　1tr l城3の捜土。

16　　　褐灰色1－　　　　10YR4／′1　　2tr

17　　黒褐色土　　　10YR3／1　2tr　撹乱ユr lOYR6／6枯土塊を含む。底部に栗イIが固まる。

18　　褐灰色土　　　　10YR4／1　2tr

19　　黒色l N2′′′0　　　　2tr　撹乱2。しまりない，う

橙色士　　　　　　75YR6′／8

褐灰色十　　　　75YR5！1
2tl一　遺構tの規上。径5rIlmの礫を多く含む′　やや締まる

21　　黄橙色粘質f二　　　10YR7／8　　2tr　25Y8／6の粘I一塊を含む。

22　　褐灰色砂質土　　　10YR5／1　　2tr lOYR6／6粘土を含む。

23　　褐灰色砂質土　　　10YR5／1　2tr　土師器・瓦器あり。

24　　褐灰色土　　　　　　10YR5／1　　2tr

25
褐灰色土　　　　　　10YR4／1

にぷい黄褐色I二　　　10YR5／3

26　　　オリーブ褐色砂質上

27　　　－1さl色土

28　　　灰黄褐色土

29　　　にぷい黄褐色」

30　　　黒色土

31　　にぷい黄褐色トム

32　　灰黄褐色I二

33　　灰黄褐色上

3‘1

35

25Y4／4　　　2tr　径1－2mmの砂粒を多く含む。

N2／0　　　　2tl・　しまりない。

10YR5／2　　　2tr

lOYR5／3　　　2tr

75YR2／1　　2tr

lOYR5／3　　　2tr

lOYR5／2　　　2tr

lOYR4／2　　　2tr

黄灰色上　　　　　　　25Y5／1

日削炎色1－　　　　　　　N3／0

灰黄色砂質寸一　　　　25Y7／2

明黄褐色砂質土　　　10YR7／6

2t「

2tr　混在。径2mmの砂粒を多く含む。

36　　にぷい黄褐色粘質土　10YR4／3　　2tr

37　　　にぷい黄褐色粘賀土　10YR4／3　　2tr

38　　褐灰色砂質卜　　　10Ylて5／1　2tr lOYR6／6粘一士を含む。

39　　灰色砂質し　　　　　　5Y5／1　　　2t1－

40　　　黄灰色I＿　　　　　　　251r5／1　　2tr

図28　大輪田・城内遺跡トレンチ平面図及び土層断面図

1m、南北0．5m分を検出した。深さは0．7m以上になるようである。

土壌3は東西1．3m、南北1．0m分を検出した。深さは0．5mを測る。

いずれも全容が不明であり、その性格は判然としない。

第2トレンチではトレンチ南西隅近くで、瓦質の大嚢を埋め込んだ埋め嚢を検出した。その他に溝等があるが、

いずれも新しい時期のものである。トレンチの両側で地山を確認するために断ち割りを入れたが、第1トレンチ

で確認した地山層は認められなかった。
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（3）遺物

今回の調査で出土した遺物には、弥生土器0サヌカイト須恵器e土師器・瓦器e瓦質土器e瓦e陶磁器がある。

弥生土器（図29－1）

第2トレンチの35層より出土。嚢の底部と思われる。内外面ともに表面の劣化が著しい。底径は5．3cmを測る。

外面は灰白色（5Y8／2）、内面はオリーブ黒色（5Y2／2）を皇し、胎土は租い。

須恵器（図29－3・4・5）

3は杯蓋や壷の肩部等の破片である。丁寧なナデによって仕上げている。胎土は密で焼成は良好である。第1

トレンチ土壌1の出土。

4は大嚢の破片と思われる。第2トレンチの表土層からの出土。

5は太嚢の破片か。外面はタタキ痕が残る。内面は耕作による劣化が著しい。第2トレンチ35層より出土。

瓦（図29－6・7・8・9）

6は平瓦の破片。第1トレンチ土壌2出土。

7は平瓦の破片。上面に目の細かい布目痕あり。下面は摩耗により不明。第1トレンチ土壌1より出土。

8は平瓦の破片。上面に7より昌の租い布目痕あり。下面にナワタタキ痕が見られる。下面は明緑灰色

（7．5GY7／1）を皇し、他の瓦と質感が異なる。第1トレンチ2層出土。

9は丸瓦の破片である。上面は板ナデ。下面に布目が残る。第2トレンチ19層（溝）出土。

瓦質土器（週29－10011。120136招。18）

10・11は鉢。目線部に櫛措きの波状文を施す。10は第2トレンチ35層、11は第1トレンチ土壌2出土。

12は土管。口径は復元で13．6cm。第1トレンチの西側撹乱穴出土。

13は細かいパケで外面を仕上げている。鉢状に図上復元できるが不明。第2トレンチ32層出土。

14は捨鉢。第2トレンチ35層出土。

18は大聾。第2トレンチ南西隅近くで検出された埋め嚢。底径25cmを測る。残存高は19．1cmである。

土師器（図29－16・17）

16・17は羽釜の破片である。16が口径23．1cm、17が口径23．5cmに復元できる。16は第2トレンチ35層出土。

17は第1トレンチ西端14層出土である。

陶器（図29－15）

15は捨鉢。第2トレンチ27層出土。

（4）まとめ

第2トレンチで地山層が検出されず、トレンチ底で近世の遣物が出土することから、本調査地では江戸時代に

谷を埋めて耕作地を造成したようである。

今回の調査で弥生土器が出土したことで、河合町内における弥生時代の様相に新たな資料が追加された。従来

河合町では大輪田・城内遺跡の西側に広がる舟戸e西岡遺跡が弥生時代の遺跡として知られているが、大和川に

沿って、弥生時代の遺跡が形成されている可能性が出てきたのではないか。今回出土した土器は近世に造成した

土に含まれていたもので南東方向の天満宮社付近が高くなっており、その周辺から土を動かして平坦面の造成を

行ったのではないかと考えられる。このことから天満宮付近に弥生時代の建物跡が存在するのではないだろうか。

調査地で弥生時代の遺構が検出されていないので、舟戸e西岡遺跡とのつながりを考察するには至らないが、今

後当該遺跡での調査が待たれる。
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図29　大輪田・城内遺跡出土遺物 （1～17　S＝1／4、18　S＝1／6）
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フ ジ 山遺 跡 遺 物 散 布 地 石 材　 土 師 器

川合 大 西 遺 跡 遺 物 散 布 地
近 世 ～ 近

代
掘 立柱

埴 輪　 須 恵 器　 土 師 器

瓦 器

長 楽 遺 跡 遺 物 散 布 地 中世
須 恵 器　 土 師器　 瓦器　 瓦

質 土器　 陶磁 器
第 5 次調 査

高 山4号 墳

（高 山壕 4 号 古 墳 ）
古墳

古 墳 時 代

中期
周 溝 埴 輪　 銅 銭　 馬 骨

大 輪 田 ・城 内 遺 跡
遺物 散布 地

城 跡
中 世

弥 生 土 器　 サ ヌ カ イ ト

須 恵 器　 土 師 器　 瓦 器

瓦 質 土 器　 瓦　 陶 磁 器
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